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たばこと塩の博物館におけるIPM取り組み事例

はじめに
たばこと塩の博物館は，専売品であった「たば
こ」と「塩」について，その歴史や文化的な側面
を広く一般に紹介することを目的に，たばこ専
売70周年を記念する事業の一環として，日本専
売公社（現日本たばこ産業株式会社）によって設
立された企業博物館である。当初の設立計画で
は「たばこ史料館」となっているが，最終的には
たばことともに専売品であった塩も扱うこととな
り，1978年11月3日，館名を「たばこと塩の博物
館」として，東京・渋谷区の公園通りにオープン
した。以来，年6回から7回の特別展・企画展の
開催をはじめ，調査研究などの博物館活動を展開
してきたが，35年にわたる活動のなかで，建物・
設備の老朽化や，収蔵資料の増加による収蔵ス
ペース不足といった問題が顕在化し，博物館のリ
ニューアル計画が持ち上がってきた。そして検討
を重ねた末，2013年9月に渋谷での活動を終了，
2015年4月25日，場所を墨田区横川に移して，
新しい博物館が移転・リニューアルオープンする
こととなった。

渋谷の旧博物館におけるIPMへの取り組み
1978年から2013年までの35年にわたって博物

館活動を展開してきた渋谷の旧たばこと塩の博
物館は，鉄骨鉄筋コンクリートの地上6階地下1
階立ての建物で，地上1階から4階まではたばこ
と塩の常設展示室と特別展示室，5階は事務所に
なっており，収蔵庫は6階，空調設備室および図
書資料庫などは地下1階に設けられていた。
IPMに関しては，旧館での活動期間中は意識し

てIPMに取り組むことはほとんどなかったといえ
る。開館時には2名であった学芸員は少しずつ増
員されて，2013年の閉館時には8名になっていた
が，保存を専門とする学芸員がいた訳ではなく，

また展示の準備や調査研究などの業務に追われる
という状況のなかでは，なかなか本格的にIPMに
取り組むことはできなかった。学芸員が日々行っ
ていたのは，毎朝開館前に，全員で毛ばたきと雑
巾を持ち，展示室を巡回しながら簡単な清掃や異
常がないかの点検であった。また月に一度，収蔵
庫とエアタイト展示ケースに設置した毛髪式温湿
度計の用紙を交換・確認する程度であった。
博物館にとって最も重要な資料については，学
芸員がしっかりと管理するべきエリアではあった
が，年1回専門業者に依頼して収蔵庫の全体燻蒸
を実施したほかは，気持ちはあってもなかなか整
理や清掃が行えていなかった。年に1度，学芸員
資格取得のための博物館実務実習に来た実習生と
一緒に収蔵庫清掃を実施するのが精一杯という状
況であった。また，寄贈資料として大量に送られ
てきたたばこパッケージなどが未整理のまま収蔵
庫の床に何年も放置される，という状況もあっ
た。そのため収蔵庫内には常に資料が溢れかえ
り，収蔵庫内に収まりきらない寄贈資料などは，
収蔵庫の外の資料整理室やスタジオにまで大量に
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置かれるようになっていた。
一方，温湿度をはじめとする設備の管理や収蔵
庫以外の館内清掃については，委託業者のスタッ
フが，日々細かなところにまで気を配りながら業
務にあたってくれていたおかげもあり，大きなト
ラブルが発生することもなかった。つまり，学芸
員よりもむしろ彼らようなスタッフの方が，無意
識のうち，あるいは彼ら自身の業務としては当た
り前のこととしてIPMに取り組んでいたともい
えよう。
しかし，開館30周年を迎えたころから設備面
では空調設備の老朽化の問題などが表面化するよ
うになってきた。例えば，近年の夏の猛暑に空調
が追いつかなくなり，温湿度，特に湿度の調整が
非常に難しくなってきていた。また，2009年に
ミュージアムカフェを新設したことで，害虫が館
内へ侵入してくるのではないか，あるいはこれま
で予期しなかったようなトラブルが発生するので
はないかという危機感が学芸員の中にも芽生える
ようになった。こうしたことがきっかけとなり，
これまで実行に移せなかった収蔵庫内の清掃をは
じめ，未整理資料の整理に着手したり，IPM研
修会などに参加するようになっていった。しか
し，IPMの研修会に参加すればするほど，本格
的にIPMに取り組むことの難しさにも行き当た
る結果となってしまっていた。そのような時期に
持ち上がったのが，博物館の移転・リニューアル
計画であった。

新しい博物館におけるIPMへの取り組み
建築設計への参画
墨田区の新しい博物館は，地上5階建て既存倉
庫の半分を博物館に改修したもので，建物の半分
は現在も倉庫として継続利用されている。この計
画が持ち上がった時には，「倉庫を改修して博物
館ができるのか」と疑問に思ったが，もともとが
倉庫であるため，躯体そのものが頑丈である上，
各階の天井も高く，床の耐荷重も大きいという好
条件を備えていることがわかった。
今回のリニューアルの主たる目的は，収蔵ス
ペース不足の解消，展示スペースの拡張をはじ
め，これまでの博物館活動のなかで蓄積されてき

た諸問題を解決し，さらには旧館では実現が難し
かった機能・設備の導入にあった。そのため，建
築の基本設計の段階から学芸員との打合せの機会
が設けられ，何が問題なのか，あるいはどのよう
な機能・設備があれば良いのかなど，学芸員の意
見を聞き，可能な限りその意見を汲み入れるよう
検討されたのは，大変に恵まれていた。打合せで
は，学芸員からIPMを意識した意見も多く出さ
れたが，初期のころには設計者をはじめ博物館以
外の関係者にはなかなか理解してもらうことがで
きず，IPMについての説明を一からする必要が
あった。IPM研修会などに参加して得たにわか
知識を総動員させて説明を重ねていくうちに，関
係者にもIPMに対する理解が深まり，後には設
計者側からもIPMを意識した発言がなされるよ
うにまでなった。

収蔵庫エリアについての検討
このように設計段階から学芸員が関わることが
できたおかげで，新博物館において本格的にIPM
に取り組むための環境づくりはかなり高いレベル
で進められていった。特に入念な検討を繰り返し
てできたのが，新しい収蔵庫エリアである。
ところで，当館では収蔵資料を大きく下記のよ
うに分類して管理している。（数字は当館の分類
番号）

	1	 浮世絵をはじめとする絵画類
	2	 たばこ盆
	3	 きせる
	4	 たばこ入れ
	5	 1〜 4以外の日本の喫煙具
	6	 外国の喫煙具
	7	 たばこ包か（パッケージ類）
	8	 たばこ製造・販売・宣伝用具
	9	 看板・ポスター
	10	 古文書・古文献
	11	 その他の資料
	12	 塩関係資料
	13	 たばこPOP資料
	14	 旧世界のたばこ工芸館資料
このように材質も性格も非常にバラエティー
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に富んだ当館資料であるが，旧館では低湿度の環
境のなかで保管する必要がある塩の実物資料以外
は，全て同じ収蔵庫に収納・管理していた。ちな
みに塩の実物資料については，資料整理室の一つ
を収蔵庫とした「塩の収蔵庫」にて大型の除湿器を
設置して管理していた。しかし，浮世絵などの版
画，たばこ盆などの漆器やたばこ入れを，たばこ
のパッケージや民俗資料的要素の強い明治時代の
販売宣伝用具，さらには金属製資料であるきせる
やライターなどと同じ収蔵庫の中で，同じ温湿度
設定で管理をしていて良いのかという問題提起が
ずっとなされていたこともあり，新収蔵庫計画で
は，たばこ収蔵庫を二つに分け，たばこ収蔵庫1
には浮世絵やたばこ盆，たばこ入れなどを，たば
こ収蔵庫2にはそれ以外の資料を収蔵することと
した。空調系統も収蔵庫1と2で分けたため，より
適した環境の元での資料管理が可能となった。
また，新たに一時保管庫を設けて，寄贈資料
や，一度収蔵庫から出した資料を仮置きし，収蔵
庫に入れる前に燻蒸や資料クリーニングなど必要
な処置が施せるようにした。ちなみに，展示のた
めの他館からの借用資料もこの一時保管庫で保管
することにしている。
この他，収蔵庫内のキャビネット等什器につい
ては，床へ直置きとはせず，清掃しやすいように
嵩上げ台の上に置くようにしたり，収蔵庫全体を

明るくしてゴミや埃の発見が容易になるようにし
た。

新博物館開館後の取り組み
このように新博物館の移転・リニューアル計画
では，かなりIPMを意識しながら進められたも
のとなったが，2015年4月25日に無事リニュー
アルオープンを迎えてからは，具体的な取り組み
の検討を始めるとともに，できるところから実施
していこうということで，いくつかの取り組みを
スタートさせている。
①環境モニタリングシステムの導入
新博物館は，内装だけでなく空調設備も全て
新しいものである。そのため，24時間空調の収
蔵庫の環境は一定しているか，また24時間空調
ではない展示室内では朝晩，あるいは季節で温湿
度にどのような変化が見られるのかという，温湿
度管理には細心の注意を払う必要がある。そこで
博物館の開館前から，収蔵庫や一時保管庫だけで
はなく，図書資料庫，たばこと塩の各常設展示室
や特別展示室，さらには少しでも資料を置くこと
が想定されるスタジオや物品庫にもデータロガー
を1個から数個設置して（一部は毛髪式温湿度計
との併用），環境モニタリングを実施している。
当初は，定期的に一つ一つのデータロガーを回収
してメディアからデータを抜き出していたが，各
データロガー内のデータが，館内に設置したアク
セスポイントを経由して無線通信で事務所内の専
用PCに送られるシステムを導入した。このシス
テムにより，事務所に居ながらにして，いつでも
温湿度の状態を確認することができることにな

専用PCによる環境モニタリングシステム
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り，異常が生じた際にも少しでも早く対処できる
ようになった。
②虫トラップの設置
虫トラップについても，開館直後から設置を開
始し，月に1度，全てのトラップを回収・観察し
て，状況確認を実施している。
③その他（ルールづくりなど）
旧館では台車や脚立をはじめ，さまざまな道
具，物品を，特に収蔵庫用とそれ以外用に区別す
ることなく使用してしまっていたが，新たに収蔵
庫内と収蔵庫外で使用するものを厳格に区別し，
併用しないようにするためのルールづくりなども
開始した。

資料移転
新たにIPMへの取り組みを開始したのと並行
して実施したのが，移転・リニューアル計画の大
きな目的の一つ，資料移転作業である。4月の開
館後，新しい博物館の運営が軌道に乗ってきた6
月ごろから，少しずつ資料整理を始め，新しい収

蔵庫の環境が落ち着いてきた11月より本格的な
移転作業を開始した。
資料移転は，大きく下記のような段階を経て実
施した。

第1フェーズ：たばこ収蔵庫1に入れる資料の移転
（浮世絵・屏風・軸物などの絵画類，古文書・
古文献，たばこ盆，たばこ入れなど）
↓
第2フェーズ：塩収蔵庫に入れる資料の移転
（塩の実物資料）
↓
第3フェーズ：たばこ収蔵庫2に入れる資料の移転
（残りの全ての資料＋什器）

今回の資料移転作業にあたっては，「全ての資
料を1点1点状態確認しながらクリーニングをす
る」ということを大前提とした。IPMを意識した
だけでなく，旧収蔵庫の中での汚れを新収蔵庫に
は持ち込みたくないと考えたからである。

引き出しも一つ一つクリーニング

たばこパッケージ什器

外だけでなく，内部も全てクリーニング

引き出しの中のパッケージを一つ一つクリーニング
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第1，第2フェーズについては，たばこ収蔵庫
1も塩収蔵庫も，庫内の什器は全て新規であった
ので，資料クリーニングのみの作業であり，たば
こ盆など扱いに注意が必要な資料や，岩塩など重
量がある資料などもあったものの，全体的な作業
としては，さほど時間もかからず順調に進められ
た。しかし，第3フェーズについては，資料数が
それまでに比して膨大であったことに加え，什器
の移転も含まれていたことから，より煩雑で，多
くの時間と労力を必要とする作業となった。
資料クリーニングについては，文化財クリーニ
ング用の布（ウェット／ドライ）の使用を基本と
した。パイプやライター，灰皿などの資料は，進
行状況が分かり易いので，数は多くても比較的ス
ムーズに作業が進められた。しかし，ポスターや
パッケージ，マッチラベルのような紙資料につい
ては，数が膨大であるだけでなく，進捗状況が分
かりづらいことから終わりが見えず，クリーニン
グをやめてしまいたい衝動に駆られることが何度
もあったが，クリーニングをするとその汚れ具合
がわかるのでやめるわけにもいかず，気の遠くな
るような作業が続くことになった。
什器クリーニングについては，水拭きで汚れを
落とした後，エタノールで再度クリーニングする
ことを基本的な流れとした。引き出し什器の場合
は，引き出しだけではなく，引き出しを抜き出し
た周りの内外も入念にクリーニングした。
このような手順で作業をおこなったことから，
3ヶ月ほどで終了する予定であった移転作業は最
終的には4ヶ月半かかって終了となった。
なお，清掃もなかなか行えず，資料が溢れか

えっていた旧収蔵庫の状態から，什器搬出後の壁
や床からはカビや虫などが発見されるのではない
かと予測されたが，恐れていたカビなどが見つか
ることはなく，収蔵庫の環境としては良好であっ
たことが再確認できた。一方，2013年の閉館以
降，収蔵庫以外の空調は停止し，また清掃も行わ
なくなっていたため，展示室などではシバンムシ
などの害虫発生が確認され，また建物の壁面など
にもカビの発生が認められるなど，改めて空調管
理や清掃の重要性も再認識されることとなった。

おわりにかえて
以上のように，当館のIPMへの取り組みは，
ようやくそのスタート地点に立ったところであ
る。新館開館後に導入した環境モニタリングシス
テムについては，導入したばかりでまだまだその
機能は十分に活用できていない。また虫モニタリ
ングについても，トラップを設置して観察をして
はいるが，それで終わってしまっている。また，

資料移転が完了した旧収蔵庫

資料が搬入された新収蔵庫
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旧館からの資料が搬入された収蔵庫については，
速やかに整理作業を進めるとともに，定期的な清
掃を実施していかなければならない。
新館が開館して1年が経過したばかりであり，
また全ての収蔵資料の新収蔵庫への移転が終了
したばかりのため，まだまだ学芸員一人一人の
IPMへの意識が高まっている現在，このモチ

ベーションを維持しつつ，引き続きIPMの研修
会などへ積極的に参加して知見を広げ，他館の事
例などを参考にしがら，たばこと塩の博物館なら
ではの本格的なIPM導入に向けて検討を重ねて
いくことにしたい。
（さかき・れいこ　たばこと塩の博物館）


